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向が読み取れ 。第一に、産業部門向け融資の伸びは融資残高増と比較すると小さく、 そして第二に、非自営業家計など個人向け と銀行間融資を含む金融仲介が大きく増加した。特に前者は、ＯＦＷ送金を購入原資の一部 する自動車・住宅ローン残高の増加によるものと考えられる。なお、融資は


































































































































































































































































































































































































































































率は、東南アジア地域でも最も高いレベルにある（参考文献③） 。財政余力 少ないながら所得格差を縮小し、徐々 でも国民全般の所得レベルを向上させるためには、何よりも雇用の確保が先決であるというアキノ政権の方針は正しいだろう。しかし、国内経済・財政における「財政難→低調な公共投資→外資・国内資本による投資活動の停滞→不十分な雇用創出→税収の停滞→恒常的な財政難」という悪循環は、歴代政権が立案した政策が実行されなかったり不十分あるいは非効率的であったことの蓄積でもある。まずは、優先審議法案のうち、ＰＰＰ関連諸法案を早期に成立させることが肝要である。そのためには これら法案のうち「一〇数 を今年前半には成立させ 」とする議会に対し、アキノ大統領自身が影響力を十分に発揮しなければならない。また、ＯＦＷ送金を国内投資資金として 活用するには、国内
証券市場の整備・強化が急務である。再選のない現行の大統領制のもとでは、残された時間は実質四年半余りである。これを長いと見るか短い 見るかは、アキノ政権が今年度中にどれ程の成果を挙げられるかにかかっている。（かしわばら
　
ちえ／アジア経済研
究所
　
金融・財政研究グループ）
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図6　開発計画2011-2016の概要
（出所）NEDAウェブサイトより作成。
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